
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「見小でよかった」 
校長 後藤 正美 

 これは、六送会を終えた後に卒業生が書いた感想文の一部です。ひかり学年は、まさ

に笑顔の似合う学年でした。自分たちも笑顔、在校生も笑顔にする明るい子供たちで

した。 

「いつまでも笑顔で ひかり続けるぼくらのヒーロー 六年間ありがとう！」 

体育館へ掲示されたスローガンに、在校生からの思いがあふれています。こうした

心の交流が見られたからこそ、「見小でよかった」という言葉が生まれたのでしょう。 

 小学校の六年間には、様々なことがあります。時には友達関係で悩み、時には学習

につまずき、学校から距離を置きたいという気持ちになることもあるでしょう。ひか

り学年も、決して順風満帆な六年間だったわけではありません。悩みを出し合い、様々

な人と対話を通して解決していくからこそ子供は成長します。子育ては悩みの連続。

どんなときも、子供たちの背中を押してくださったおうちの皆様に感謝いたします。 

 

そして、これからの見附校の伝統をつなぐのは、１～５年生です。ここまでの一年間

で心や体も成長し、賢くなりました。自分のよさをひたすらに磨き、151 年目を迎える

見附小学校の、さらに素敵な伝統を創りましょう。  
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見小っ子の新たな一歩をにのう 「みらい」 

見小っ子の安心で幸せな学校を創る「ピース」      

見小っ子を温かなパワーで包む「たいよう」 

見小っ子の笑顔を輪でつなぐ 「スマイル」 

見小っ子を色鮮やかに輝かせる「カラフル」 

 

「自分たちの発表も１～５年生の発表も、全部が会場の人を笑顔にしていたと思い

ます。その笑顔を見て、自分も笑顔になれました。見小でよかったと感じました。」 

「うれしかった気持ちもありますが、少し寂しい気持ちもありました。もうすぐ卒

業だな、そう感じました。そのくらい見小のことが好きなのだなという気持ちに

気付きました。」 

 


